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日本百街道紀行
街
道
と
ま
ち
づ
く
り

飛
騨
街
道

第
55
回

　

飛
騨
の
山
深
い
と
こ
ろ
に
も
、
い
つ

頃
か
ら
道（
街
道
）が
開
け
た
の
か
。
飛

鳥
・
奈
良
・
平
安
時
代
、
こ
の
地
域
に

も
７
０
０
年
代
に
東
山
道
飛
騨
支
路

（
後
の
飛
騨
街
道
）が
で
き
、
現
在
の
萩

原
町
上
呂
地
内
に
伴と
ま
り有

駅
が
、
下
呂
町

地
内
に
は
下
し
も
の
と
ま
り留

駅
が
置
か
れ
、
官
道

の
要
所
と
し
て
都
と
結
ば
れ
て
い
た
。

飛
騨
の
武
将「
金
森
長
近
」と 

飛
騨
街
道

　

天
正
13（
１
５
８
５
）年
、
羽
柴（
豊

臣
）
秀
吉
の
命
で
飛
騨
を
平
定
し
た
金

森
長
近
は
、
高
山
城
主
と
な
る
と
街
道

整
備
に
意
を
用
い
、
中
で
も
「
飛
騨
街

道
」
の
改
修
に
は
多
大
の
努
力
を
重
ね

て
、「
小
坂
通
り
」「
中
山
七
里
」を
開
通

さ
せ
た
。
現
在
の
高
山
線
や
国
道
の
道

筋
が
形
成
さ
れ
た
の
も
、
こ
の
開
拓
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

金
森
氏
は
、
こ
の
萩
原
地
域
、
南
飛

騨
一
帯
を
統
括
す
る
に
好
適
な
拠
点
と
見

立
て
、
か
つ
て
下
呂
の
地
域
を
治
め
て
い

た
三
木
氏
を
攻
め
る
際
に
萩
原
に
「
諏
訪

城
」
を
構
え
、
そ
れ
以
降
各
地
か
ら
貢
進

の
道
が
開
か
れ
た
。
そ
の
後
、
次
第
に
人

の
往
来
や
物
品
の
取
引
も
始
ま
り
、
こ

の
地
域
は
各
地
を
つ
な
ぐ
交
流
点
と
し
て

「
飛
騨
街
道
」の
要
と
な
り
、
南
飛
騨
に
お

け
る
交
通
の
要
衝
と
な
っ
て
き
た
の
で
あ

る
。
現
代
を
見
渡
す
と
、
商
業
観
光
地

で
あ
っ
た
街
道
の
宿
場
町
は
昔
か
ら
の
宿

屋
、
商
店
の
つ
な
が
り
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

益
田
川
の
両
岸
に
は
並
行
し
て
走
る

東
西
の
街
道
が
開
け
て
お
り
、
そ
の
東

街
道
は
飛
騨
街
道
の
本
通
り
と
し
て
、

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
ま
た
、

川
西
街
道
は
そ
れ
を
補
充
す
る
要
路
と

し
て
、
多
く
の
渡
し
場
や
橋
に
よ
っ
て

交
互
に
結
び
付
き
な
が
ら
、
北
は
山
之

口
街
道
、
ま
た
山
を
隔
て
た
馬
瀬
と
は

幾
つ
か
の
峠
道
に
よ
っ
て
交
流
を
深
め

て
い
っ
た
。

飛
騨
か
ら
都
へ
、
都
か
ら 

飛
騨
へ
と
匠
の
技
を
伝
え
た 

「
飛
騨
の
匠
」は
誇
り

　

こ
の
道
を
、
毎
年
、
都
へ
と
行
き
来

し
た「
飛
騨
の
匠た

く
み（

工
）」が
知
ら
れ
て
お

り
、
耕
地
が
少
な
く
納
税
に
充
て
る
産

物
に
乏
し
い
飛
騨
で
は
、
税
の
代
わ
り

に
木
工
技
術
者
を
都
に
送
り
出
し
て
い

た
。
彼
ら
は
都
に
あ
っ
て
宮
殿
や
社
寺

の
建
造
に
当
た
り
優
れ
た
技
術
を
発

揮
、
都
の
内
外
に
評
判
が
高
ま
り
、「
飛

騨
の
匠
」と
た
た
え
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。

武
将
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
飛
騨
街
道

下げ

ろ呂
市
長（
岐
阜
県
）　
山や

ま
う
ち内

　
登の

ぼ
る

飛騨川と下呂温泉街

温泉寺の紅葉ライトアップ
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橋
が
街
を
つ
な
ぎ 

交
通
と
商
業
の
発
達
・
発
展
へ

　

時
代
が
変
わ
り
、
明
治
の
末
か
ら
大

正
に
か
け
て
、
益
田
郡
内
に
は
小
坂
の

「
朝あ
さ
む
つ六

橋
」と
下
呂
の「
帯た

い
う
ん雲

橋
」、
そ
れ

に
萩
原
の「
浅あ
さ
ん
ず水
橋
」と
、
三
つ
の
橋
が

架
け
ら
れ
た
。
明
治
15
年
か
ら
、
行
商

を
始
め
る
人
、
信
州
ま
で
木
曾
馬
を
買

い
に
行
く
馬
方
、
さ
ら
に
大
八
車
を
高

山
に
買
い
入
れ
る
人
も
い
る
な

ど
、
時
代
に
応
じ
先
々
を
見
通

し
て
商
売
が
盛
ん
に
な
っ
た
。

　

や
が
て
飛
騨
街
道
は
、
曲
が

り
く
ね
っ
た
昔
道
か
ら
往
還
道

と
呼
ば
れ
る
、
幅
約
２
・
７
ｍ
の
県
道

に
な
り
、
明
治
20
年
に
は
２
級
県
道
に

な
っ
て
い
る
。
馬
車
を
引
き
荷
物
を
運

ぶ
時
代
か
ら
、
昭
和
に
入
る
と
馬
車
に

代
わ
っ
て
ト
ラ
ッ
ク
が
飛
騨
街
道
を
走

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

も
と
も
と
、
農
家
が
集
ま
っ
て
い
た

こ
の
平
地
に
物
品
を
取
り
扱
う
商
人
た

ち
も
住
み
着
く
よ
う
に
な
り
、
家
が
増

え
れ
ば
物
の
取
引
も
盛
ん
と
な
り
、
商

い
を
な
り
わ
い
と
す
る
家
も
多
く
な
っ

て
き
た
。
明
治
の
初
期
に
は
、
萩
原
地

域
を
将
来
性
の
あ
る
地
点
と
目
を
つ
け

る
人
が
増
え
、
商
業
が
盛
ん
に
な
っ
て

い
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
地
域
の
商
店
街
が

発
展
す
る
に
つ
れ
、
商
取
引
の

多
い
町
村
に
、
宿
屋
が
次
々
と

移
っ
て
き
た
。
こ
の
「
飛
騨
街

道
」
で
、
街
道
一
番
の
宿
場
町

も
旧
萩
原
宿
に
あ
り
、
商
人
衆

や
旅
回
り
の
役
者
、
富
山
の
薬

屋
な
ど
が
宿
屋
の
常
連
の
お
客

で
あ
っ
た
。
ま
ち
な
か
に
は

「
お
諏
訪
の
舞
台
」と
呼
ば
れ
た

芝
居
小
屋
「
明
治
座
」
も
あ
り
、

村
芝
居
や
さ
ま
ざ
ま
な
旅
興
行

が
催
さ
れ
た
。
ま
た
、「
栄
湯
」

と
い
う
銭
湯
も
あ
り
、
暖の
れ
ん簾
の

と
お
り
大
変
繁
盛
し
、
人
々
の

社
交
の
場
に
も
な
っ
て
い
た
。

　

現
在
、
飛
騨
街
道
は
、
多
く
の
観
光

客
が
行
き
交
う
道
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
存
在
が
下
呂
市
の
発
展
を
支
え
て
い

る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

下
呂
に
暮
ら
す
私
た
ち
は
、
先
人
か

ら
引
き
継
い
だ
財
産
を
後
世
に
残
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
歴

史
を
ひ
も
と
き
、
文
化
に
親
し
み
、
自

然
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
持
続
可
能
な

地
域
づ
く
り
に
い
そ
し
む
こ
と
が
肝
要

と
考
え
る
。

飛騨街道で「天領朝市」が行われている様子

企
画
協
力
：
全
国
街
道
交
流
会
議
「
街
道
交
流
首
長
会
」

一
口
メ
モ

飛騨街道
　

飛
騨
街
道
は
、
五
街
道
の
一
つ
中
山

道
と
越
中
、
日
本
海
と
を
結
ん
で
お
り
、

ほ
ぼ
現
在
の
国
道
41
号
に
沿
っ
て
い
る
。

　

美
濃
加
茂
の
太
田
宿
で
中
山
道
と
分

か
れ
、
木
曽
川
水
系
最
大
の
支
流
飛
騨

川
沿
い
に
北
上
。
太
田
か
ら
高
山
ま
で

は
一
部
を
除
き
、
古
代
官
道
「
東
山
道

飛
騨
支
路
」に
沿
っ
て
い
る
。

　

か
つ
て
湯
ヶ
峰
の
頂
上
付
近
で
、
現

在
は
飛
騨
川
の
河
原
に
湧
く
下
呂
温
泉

は
、
10
世
紀
半
ば
か
ら
知
ら
れ
て
お
り
、

江
戸
時
代
の
儒
学
者
林
羅
山
に
よ
っ
て

西
の
有
馬
、
東
の
草
津
と
並
ぶ
「
天
下

の
三
名
泉
」
と
た
た
え
ら
れ
た
。
文
政

年
間
（
１
８
１
８
〜
１
８
３
０
）
に
は
、

年
間
３
万
人
以
上
の
湯
治
客
が
訪
れ
た

と
さ
れ
る
。

日本海

伊豆

信濃

甲斐

駿河
遠江

三河

尾張

美濃

飛騨越前

越中加賀

能登

飛騨街道

富山

高山

下呂

太田

多
く
の
湯
治
客
を
名
湯
に
誘
っ
た
飛
騨
の
街
道


